
各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

決
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

沖
浦
あ
つ
し
（
み
ら
い
）

西
岡
前
市
長
在
任
７
年
間
の
行
政

効
果
は
「
子
育
て
世
帯
に
選
ば
れ
る

ま
ち
に
な
っ
た
」
こ
と
。
こ
の
間
の

就
学
前
児
童
575
名
増
は
多
摩
26
市
２

位
と
な
る
増
加
状
況
で
、
過
去
発
生

率
ワ
ー
ス
ト
で
あ
っ
た
本
市
の
待
機

児
童
を
解
消
し
た
実
績
は
顕
著
。
こ

の
間
、
児
童
福
祉
費
を
約
倍
増
し
、

人
口
７
千
人
増
、
単
年
度
市
税
歳
入

21
億
円
増
、
基
金
残
高
71
億
円
増
、

市
債
残
高
約
100
億
円
減
は
、
財
政
健

全
化
へ
の
客
観
的
事
実
。
結
果
、
都

統
計
平
均
年
齢
で
多
摩
26
市
中
、
２

番
目
に
若
い
市
と
な
っ
た
こ
と
を
含

め
、
総
合
的
に
評
価
し
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

坂
井
え
つ
子
（
緑
・
つ
な
が
る
）

新
庁
舎
建
設
は
、
議
会
の
議
決
を

経
な
が
ら
、
目
指
し
て
い
る
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
ど
お
り
に
進
め
る
こ
と
を
求

め
る
。
公
立
保
育
園
に
関
し
て
、
前

市
長
に
よ
る
“
廃
園
条
例
”
の
専
決

処
分
が
あ
り
、
白
井
市
長
が
提
案
し

た
条
例
も
２
本
否
決
し
た
。
新
た
な

プ
ロ
セ
ス
を
考
え
示
す
こ
と
を
求
め

る
。
優
先
整
備
２
路
線
の
中
止
を
東

京
都
に
求
め
る
要
望
書
は
未
提
出
で
、

調
整
中
の
答
弁
が
続
い
た
。
要
望
書

提
出
及
び
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と

を
求
め
る
。「
学
べ
な
い
組
織
に
未

来
は
な
い
」
と
い
う
白
井
市
長
の
発

言
に
期
待
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

五
十
嵐
京
子
（
自
民
党
・
信
頼
）

西
岡
前
市
長
辞
職
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
保
育
園
の
件
、
短
期
間
に
多

く
の
民
間
保
育
園
の
設
置
で
現
在
空

き
が
出
て
、
さ
ら
に
補
助
金
の
不
正

受
給
の
問
題
が
起
き
る
な
ど
計
画
性

を
欠
く
施
策
で
あ
っ
た
。
庁
舎
等
建

設
も
途
中
で
突
然
中
断
し
た
。
公
民

館
や
集
会
所
の
設
備
の
不
具
合
が
続

く
こ
と
を
何
度
か
指
摘
し
た
が
、
修

繕
に
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
。
令
和

４
年
度
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関

し
て
も
い
く
つ
か
ミ
ス
が
あ
っ
た
。

数
字
上
は
健
全
財
政
と
は
い
え
、
行

政
運
営
上
の
問
題
が
大
き
か
っ
た
こ

と
が
反
対
の
理
由
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

古
畑
俊
男
（
子
ど
も
の
権
利
）

前
市
長
に
よ
る
保
育
園
廃
止
に
係

る
専
決
処
分
執
行
に
よ
り
、
現
在
二

つ
の
保
育
園
が
、
段
階
的
縮
小
に
向

け
な
が
ら
も
存
続
し
て
い
る
環
境
の

中
で
、
利
用
す
る
子
ど
も
や
保
護
者
、

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
職
場
環
境
で

職
務
を
全
う
さ
れ
て
い
る
関
係
職
員

の
想
い
を
鑑
み
れ
ば
、
今
回
の
決
算

は
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し

か
し
、
近
年
多
岐
に
渡
る
様
々
な
事

務
に
向
か
う
職
員
の
勤
務
を
考
え
れ

ば
、
会
派
内
で
も
意
見
が
割
れ
た
と

こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
決
算
全
体
を
否

と
す
る
こ
と
は
な
じ
ま
な
い
と
判
断

し
、
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

片
山
か
お
る
（
子
ど
も
の
権
利
）

西
岡
前
市
長
の
専
決
処
分
に
よ
る

市
立
保
育
園
廃
園
は
違
法
性
の
疑
い

が
あ
り
議
会
は
不
承
認
と
し
た
。
前

市
長
は
辞
職
し
た
が
、
本
来
は
不
承

認
の
事
実
を
受
け
専
決
処
分
を
取
り

消
す
べ
き
だ
っ
た
。
白
井
市
長
の
公

約
は
廃
園
撤
回
。
廃
園
廃
止
条
例
が

否
決
さ
れ
て
も
特
別
再
議
も
監
査
要

求
も
廃
園
廃
止
条
例
の
出
し
直
し
も

で
き
る
。
廃
園
方
針
の
見
直
し
は
す

ぐ
に
で
も
取
り
か
か
る
べ
き
だ
が
未

だ
に
着
手
し
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
な

の
か
。
数
々
の
事
務
的
ミ
ス
が
発
覚

し
た
当
時
に
議
会
へ
の
報
告
が
な
か

っ
た
こ
と
も
重
大
な
問
題
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

様
々
な
市
民
生
活
支
援
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
点
は
評
価
す
る
が
、
以

下
の
主
な
点
で
問
題
が
あ
り
不
認
定

と
す
る
。
①
物
価
高
騰
や
コ
ロ
ナ
の

影
響
が
続
き
市
民
生
活
が
大
変
な
中

に
お
い
て
、
市
民
生
活
支
援
が
不
十

分
で
あ
る
こ
と
。
繰
越
金
25
億
円
を

活
用
す
れ
ば
日
本
共
産
党
が
提
案
し

た
組
替
え
動
議
の
内
容
な
ど
も
実
現

で
き
る
。
②
公
立
保
育
園
の
廃
園
が

専
決
処
分
で
行
わ
れ
た
こ
と
。
③
庁

舎
等
建
設
が
市
民
や
議
会
の
声
を
無

視
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
。
④

ご
み
減
量
に
反
す
る
政
治
姿
勢
で
あ

る
こ
と
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

決
算
年
度
、
我
が
会
派
は
コ
ロ
ナ

禍
や
原
油
・
物
価
高
騰
対
策
と
し
て

二
度
の
緊
急
要
望
を
提
出
し
、
市
民

や
事
業
者
等
へ
の
支
援
策
を
要
望
。

国
や
都
の
補
助
金
を
活
用
し
多
く
を

実
現
さ
れ
た
こ
と
は
評
価
す
る
。
反

対
理
由
の
第
一
は
、
公
立
保
育
園
の

廃
園
問
題
で
市
長
が
突
然
辞
職
し
市

民
に
不
利
益
を
与
え
た
こ
と
。
第
二

に
、
公
共
施
設
で
空
調
設
備
等
が
度

々
故
障
を
起
こ
す
等
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
。
第
三

に
、
審
議
会
委
員
へ
の
報
酬
の
支
払

い
遅
延
等
の
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
の
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�
斎
藤
康
夫
（
参
政
党
）

反
対
の
理
由
は
、
予
算
執
行
上
の

問
題
や
会
計
処
理
の
不
適
切
の
有
無

で
は
な
い
。
決
算
年
度
中
に
執
行
さ

れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
が
市
民
に
と
っ
て
適
切
で

あ
っ
た
か
疑
問
が
残
る
か
ら
で
あ
る
。

令
和
３
年
、
４
年
の
死
亡
者
数
は
コ

ロ
ナ
死
を
除
い
て
令
和
２
年
比
約
14

万
人
増
え
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
究

明
さ
れ
て
い
な
い
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

数
と
超
過
死
亡
の
増
減
が
一
致
し
て

い
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
す
る
と
死
亡

者
が
増
え
る
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
。

市
民
の
生
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
て

い
な
い
本
決
算
に
反
対
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

安
田
け
い
こ
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
設
置

や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
の
取
組
等
評

価
で
き
る
点
も
あ
る
が
、
以
下
の
理

由
で
不
認
定
と
判
断
す
る
。
第
一
は
、

長
年
地
域
に
根
付
き
保
育
の
実
践
を

重
ね
て
き
た
公
立
保
育
園
の
廃
園
が
、

前
市
長
に
よ
り
専
決
処
分
と
い
う
前

代
未
聞
の
暴
挙
に
よ
り
決
定
さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。
未
だ
公
立
園
の
役
割

や
在
り
方
は
定
義
さ
れ
ず
、
現
市
長

の
公
約
は
果
た
さ
れ
て
い
な
い
。
第

二
は
、
新
庁
舎
建
設
予
算
が
提
案
さ

れ
ず
10
回
開
催
し
た
協
議
会
は
結
論

を
出
せ
ず
に
終
了
し
、
結
果
的
に
コ

ス
ト
増
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

清
水
が
く
（
街
の
仲
間
た
ち
）

決
算
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
、
地
域
応
援
券
発
行
、

学
校
給
食
費
補
助
事
業
、
子
ど
も
・

子
育
て
応
援
事
業
な
ど
困
っ
て
い
る

市
民
生
活
に
対
し
、
国
の
臨
時
交
付

金
等
を
適
時
適
切
に
活
用
し
事
業
を

行
っ
た
こ
と
は
評
価
す
る
。
一
方
で
、

所
管
委
員
会
で
継
続
審
査
と
な
り
残

念
な
が
ら
議
決
は
行
え
な
か
っ
た
も

の
の
専
決
処
分
が
行
わ
れ
た
こ
と
、

職
務
代
理
は
い
た
が
、
お
よ
そ
１
か

月
半
市
長
不
在
の
期
間
が
生
じ
、
市

政
が
停
滞
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、

遺
憾
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
く
、
不
認

定
と
す
る
理
由
で
あ
る
。

予
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

組
替
え
動
議
に
対
す
る

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

第
１
に
、新
庁
舎
等
建
設
に
つ
い

て
、コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
見
込
め
な
い

現
設
計
の
ま
ま
進
め
る
こ
と
は
認
め

ら
れ
な
い
。第
２
に
、庁
舎
等
建
設
に

関
す
る
協
議
会
で
提
案
さ
れ
た
「
見

直
し
案
」は
、建
設
費
で
23
億
円
、ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
は
、70
年
間

で
117
億
円
も
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
で

き
る
と
試
算
さ
れ
る
な
ど
、優
位
な

点
が
明
ら
か
で
あ
り
、現
設
計
と
の

比
較
検
証
を
行
う
必
要
が
あ
る
。第

３
に
、債
務
負
担
行
為
の
設
定
は
必

要
が
な
く
、広
く
市
民
に
説
明
し
意

見
を
聞
く
た
め
に
１
万
人
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

原
案
に
対
す
る

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
大
三
（
子
ど
も
の
権
利
）

検
証
に
よ
り
、「
現
設
計
」を
前
提

と
し
た
場
合
、抜
本
的
な
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
は
不
可
能
、手
の
施
し
よ
う
が

な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。公
共
施
設

整
備
保
全
基
金
の
残
高
は
多
摩
26

市
中
ワ
ー
ス
ト
１
位
と
い
う
惨
憺

た
る
有
様
で
あ
る
。庁
舎
等
建
設
は

考
え
得
る
す
べ
て
の
方
策
を
尽
く

し
て
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
る
必
要

が
あ
る
。「
現
設
計
」か
ら
「
見
直
し

案
」へ
の
転
換
は
、市
政
史
上
屈
指

の
行
財
政
改
革
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の

財
源
生
み
出
し
に
な
る
。「
庁
舎
だ

け
栄
え
て
、民
滅
ぶ
」
よ
う
な
事
業

は
不
適
切
だ
。

原
案
に
対
す
る

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

６
月
に
示
さ
れ
た
再
開
予
算
は
、

修
正
可
決
さ
れ
、コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に

関
す
る
検
証
が
実
施
さ
れ
た
。９
月

に
結
果
が
報
告
さ
れ
、残
念
な
が
ら

最
も
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
た
案

に
つ
い
て
も
、十
分
な
財
政
効
果
が

得
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。そ

れ
ら
の
結
果
を
受
け
止
め
、我
が
会

派
は
「
現
設
計
を
基
に
事
業
を
速

や
か
に
再
開
す
る
べ
き
」と
判
断
す

る
に
至
っ
た
。10
月
か
ら
始
ま
る
市

民
説
明
会
に
お
い
て
は
、財
政
見
通

し
を
含
め
、市
民
に
丁
寧
に
説
明
を

行
い
、今
後
事
業
が
滞
る
こ
と
が
な

い
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

原
案
に
対
す
る

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

水
谷
た
か
こ
（
こ
が
お
も
）

本
案
は
、６
月
に
全
議
員
の
賛
成

で
可
決
し
た
実
施
設
計
予
算
を
、会

計
処
理
の
た
め
、債
務
負
担
行
為
に

変
更
す
る
だ
け
の
内
容
で
、可
決
す

る
の
が
当
然
で
あ
る
。４
会
派
の
提

案
で
実
施
さ
れ
た
検
証
作
業
で
は
、

大
幅
に
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
で
き
る
項

目
が
な
い
と
わ
か
り
、庁
舎
と
福
祉

会
館
の
同
時
竣
工
と
広
場
の
再
検

討
を
設
計
に
反
映
す
る
と
い
う
市

の
判
断
は
合
理
的
で
評
価
で
き
る
。

我
々
議
員
が
現
在
の
任
期
中
に

庁
舎
等
建
設
に
結
論
を
出
し
、ま
ち

づ
く
り
を
前
に
進
め
る
こ
と
は
議

会
と
し
て
の
検
証
の
成
果
で
あ
り
、

責
任
だ
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

森
戸
よ
う
子
（
日
本
共
産
党
）

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
食
の
権

利
を
保
障
し
、子
ど
も
の
成
長
を
図

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。ま
た

物
価
高
騰
で
子
育
て
世
代
が
厳
し
い

状
況
に
置
か
れ
て
お
り
、経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
は
子
育
て
支
援

に
つ
な
が
る
。文
部
科
学
省
は
、給
食

費
の
全
額
補
助
は
自
治
体
の
判
断
と

国
会
で
答
弁
し
て
お
り
、法
律
上
の

問
題
は
な
い
。す
で
に
全
国
400
を
超

え
る
自
治
体
、都
内
22
区
２
市
５
町

村
で
実
施
し
て
い
る
。昨
年
度
の
小

金
井
市
は
25
億
円
の
黒
字
で
あ
り
、

１
割
強
を
活
用
す
れ
ば
実
現
で
き
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

高
木
章
成
（
子
ど
も
の
権
利
）

本
意
見
書
は
、女
性
が
被
害
者
と

な
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
が
、差

別
を
助
長
す
る
も
の
と
な
ら
な
い
か

危
惧
す
る
。ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー

や
レ
ズ
ビ
ア
ン
な
ど
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
当
事
者
や
研
究
者
に
意
見
を

聞
い
た
が
、ト
イ
レ
と
い
う
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
か
つ
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
問
題

に
つ
い
て
対
立
的
に
捉
え
る
こ
と
は

差
別
を
強
く
危
惧
す
る
意
見
が
あ
っ

た
。「
私
た
ち
抜
き
に
私
た
ち
の
こ
と

を
決
め
な
い
で
」と
す
る
の
が
当
事

者
人
権
の
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る

こ
と
を
申
し
述
べ
て
私
の
反
対
討
論

と
す
る
。

９
月
８
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

厚
生
文
教
委
員
会
（
吹
春
や
す
た
か

委
員
長
）に
付
託
し
、９
月
11
日
の
委

員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

本
件
は
、現
下
の
経
済
政
策
の
下
、

小
金
井
市
立
学
校
に
お
け
る
保
護
者

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、も
っ
て

子
育
て
支
援
を
拡
充
す
る
も
の
で
す
。

９
月
25
日
の
本
会
議
で
は
、起
立

採
決
の
結
果
、起
立
少
数
に
よ
り
否

決
し
ま
し
た
。

　８月１日付けで、斎藤
康夫議員所属の会派より
会派異動届が提出され、
会派名称が次のとおり変
更となりました。
（旧）こがねい市民会議
（新）参政党小金井

会派名称の変更が
ありました

審
議
し
た
主
な
議
案

令
和
４
年
度
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
回
）

学
校
給
食
費
の
補
助
金
の

交
付
に
関
す
る
条
例

女
性
ト
イ
レ
の
設
置
維
持

及
び
そ
の
安
全
と
安
心
の

確
保
を
求
め
る
意
見
書
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